
摂
津
鉄
道
（
尼
崎
─
池
田
間
）、
阪は

ん
鶴か

く
鉄
道
（
尼
崎
─
福
知
山
間
）、
播
但
鉄
道
（
二
十
八
年
四
月
飾
磨
─
生
野
銀
山
間
）
及
び
山
陽
鉄

道
の
四
鉄
道
が
結
ん
だ
。
鉄
道
網
が
県
内
・
国
内
を
結
び
、
人
び
と
の
生
活
圏
を
広
げ
、
兵
庫
県
の
姿
を
次
第
に
変
え
て
い
く
。

　
明
治
末
・
大
正
期
に
は
、
私
鉄
電
車
の
敷
設
が
進
ん
で
い
る
。
日
露
戦
争
の
さ
な
か
阪
神
電
気
鉄
道
（
現
阪
神
電
車
）
が
大

阪
出
入
橋
─
神
戸
三
宮
間
に
、
四
十
二
年
に
は
龍
野
電
気
鉄
道
、
翌
四
十
三
年
に
は
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（
現
阪
急
電
車
）
の

大
阪
─
宝
塚
間
が
開
通
し
た
。
同
年
兵
庫
電
気
軌
道
（
山
陽
電
車
の
前
身
）
の
兵
庫
・
須
磨
間
が
開
通
し
て
い
る
。

第
二
節
　
大
正
期
の
兵
庫
県
─
民
主
化
、
工
業
化

第
一
次
世
界
大

戦
と
兵
庫
県

大
正
時
代
は
、
第
一
次
護
憲
運
動
の
な
か
幕
を
開
け
た
。
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
十
二
月
、
第
二
次
西さ

い
園お

ん

寺じ

公き
ん
望も

ち
内
閣
が
陸
軍
の
二
個
師
団
増
設
の
要
求
を
拒
ん
で
総
辞
職
し
た
後
、
代
わ
っ
て
桂

か
つ
ら
太た

郎ろ
う
内
閣
が
成
立

し
た
。
藩
閥
（
長
州
閥
）・
陸
軍
の
リ
ー
ダ
ー
桂
（
当
時
侍
従
長
）
の
就
任
に
対
し
、「
閥
族
打
破
・
憲
政
擁
護
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
す
る
国
民
的
運
動
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
翌
年
二
月
、
数
十
万
の
群
衆
が
議
会
を
と
り
囲
む
中
、
桂
首
相
は
退
陣
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
時
の
兵
庫
県
は
国
民
党
王
国
だ
っ
た
が
、
県
内
で
は
桂
が
呼
び
掛
け
た
新
党
結
成
に
、
九
人
中
八
人
の

国
民
党
議
員
が
脱
党
し
、
桂
新
党
に
走
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
神
戸
で
は
二
月
十
三
日
夜
、
新
開
地
に
集
ま
っ
た
数
千
の
民
衆

が
、
桂
側
に
つ
い
た
代
議
士
小こ

寺で
ら

謙け
ん

吉き
ち

・
横よ

こ
田た

孝こ
う

史し

邸
な
ど
を
「
変
節
代
議
士
」
と
襲
撃
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
姫
路
か
ら
軍

隊
が
出
動
す
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
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大
正
三
年
七
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
八
月
二
十

三
日
に
日
本
は
日
英
同
盟
を
理
由
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
を
布
告
し

た
。
足
か
け
五
年
に
わ
た
る
遠
く
離
れ
た
地
で
の
戦
い
は
、
日

本
の
経
済
不
況
と
財
政
危
機
を
解
消
し
た
。
欧
州
戦
場
へ
の
軍

需
輸
出
に
加
え
、
欧
州
諸
国
が
ア
ジ
ア
か
ら
後
退
し
て
い
る
間

に
輸
出
を
増
大
さ
せ
、
日
本
経
済
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
好
景
気
を
謳
歌
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
大
正
三
年
か
ら
七
年
の
間
に
、
工
業
生
産
は
額
面
で
五
倍
、

貿
易
は
四
倍
に
な
り
、
債
務
国
か
ら
債
権
国
に
転
じ
た
。

　
神
戸
の
工
業
生
産
額
は
、
造
船
な
ど
の
機
械
部
門
で
約
七
倍
、

染
色
・
マ
ッ
チ
な
ど
化
学
部
門
で
約
三
倍
、
全
体
で
は
四
倍
も

の
伸
び
を
示
し
、
工
場
の
新
設
と
拡
張
が
相
次
ぎ
、
労
働
者
数

も
一
・
四
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
。
貿
易
も
、
大
正
三
年
に
は

わ
ず
か
な
が
ら
横
浜
を
抜
い
て
一
位
と
な
り
、
総
額
四
億
四
九

〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
が
、
大
戦
終
結
の
七
年
に
は
大
戦
前

の
二
・
六
倍
の
一
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　
大
戦
景
気
に
よ
る
企
業
熱
の
高
ま
り
は
、
会
社
の
激
増
を
も
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金
融
恐
慌
・
大
恐

慌
・
農
業
恐
慌

た
ら
し
、
大
正
八
年
に
は
一
七
三
五
社
を
数
え
、
大
戦
前
に
比
し
て
約
二
・
五
倍
に
達
し
た
。
特
に
資
本
金
一
〇
万
円
以
上
の

大
会
社
の
増
加
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
ら
多
数
の
工
場
の
分
布
を
み
る
と
、
そ
の
六
割
が
神
戸
市
に
集
中
し
、
工
業
生
産
高
も
神

戸
市
が
県
内
の
全
生
産
高
の
約
半
分
を
占
め
て
圧
倒
的
優
位
を
保
っ
て
い
る
。
次
い
で
武
庫
郡
・
川
辺
郡
・
尼
崎
市
な
ど
阪
神

地
帯
の
発
展
が
看
取
さ
れ
る
と
と
も
に
、
加
古
郡
・
印
南
郡
な
ど
の
東
播
、
淡
路
の
津
名
郡
な
ど
、
企
業
の
地
方
進
出
も
め
ざ

ま
し
い
。
こ
う
し
た
好
況
の
波
は
、
船
成
金
を
生
み
、
砂
糖
の
輸
入
商
か
ら
始
ま
っ
た
鈴
木
商
店
を
、
三
菱
・
三
井
財
閥
に
匹

敵
す
る
新
興
財
閥
に
押
し
上
げ
た
。

　
こ
の
と
き
、
日
本
の
交
戦
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
兵
士
を
収
容
す
る
施
設
が
各
地
に
置
か

れ
た
が
、
彼
ら
は
、
姫
路
の
船
場
本
徳
寺
・
景
福
寺
・
阪
田
町
妙
行
寺
を
経
て
、
四
年
七
月
青
野
原
俘
虜
収
容
所
（
小
野
市
・

加
西
市
）
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
（
九
年
三
月
封
鎖
）。

社
会
運
動
の
夜
明
け
─
労
働

運
動
・
農
民
運
動
の
進
展

大
戦
に
よ
る
好
景
気
は
一
方
で
、
諸
物
価
の
上
昇
を
も
た
ら
し
人
び
と
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
た
。

特
に
大
正
七
年
に
入
り
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
見
込
ん
だ
買
占
め
・
売
惜
し
み
が
あ
り
、
米
価
は

激
し
く
高
騰
し
た
。
神
戸
で
は
、一
升
四
〇
銭
（
七
月
二
十
五
日
）
だ
っ
た
も
の
が
、ひ
と
月
も
経
た
ぬ
う
ち
に
五
五
銭
八
厘
（
八

月
八
日
）
と
な
り
、翌
九
日
に
は
六
二
銭
八
厘
と
大
き
く
跳
ね
上
が
っ
た
。
七
月
下
旬
に
始
ま
っ
た
富
山
県
の
一
漁
村
で
起
こ
っ

た
「
女
一
揆
」
と
も
呼
ば
れ
た
女
性
た
ち
の
反
乱
は
、
瞬
く
間
に
全
国
に
飛
び
火
し
、
青
森
・
岩
手
・
秋
田
・
沖
縄
を
除
く
四

三
都
道
府
県
で
起
こ
っ
た
と
い
う
。
米
騒
動
は
県
内
で
も
、
三
市
一
一
町
六
カ
村
に
及
ん
だ
。
神
戸
で
は
、
鈴
木
商
店
や
神
戸

新
聞
が
焼
き
討
ち
に
あ
い
、
姫
路
や
篠さ
さ

山や
ま

な
ど
か
ら
軍
隊
が
派
遣
さ
れ
、
未
曾
有
の
民
衆
騒そ

う

擾じ
ょ
う

事
件
と
な
っ
た
。

　
世
界
大
戦
中
及
び
戦
後
の
好
況
期
を
過
ぎ
る
と
、
日
本
経
済
は
次
第
に
後
退
の
傾
向
を
た
ど
る
。
戦
後
不
況
の
下
、
工
場
労
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働
者
の
大
量
解
雇
、
賃
金
の
引
下
げ
攻
勢
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
労
働
者
の
生
活
は
窮
迫
し
、
労
働
争
議
・
小
作
争
議
が
頻
発

し
た
。

　
大
正
三
年
関
西
で
最
初
の
友
愛
会
の
支
部
（
分
会
）
の
結
成
が
神
戸
で
進
ん
だ
。
六
年
に
神
戸
連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
七
年

に
は
賀か

川が
わ
豊と

よ
彦ひ

こ
ら
を
中
心
に
労
働
者
啓
発
の
た
め
の
機
関
誌
「
新
神
戸
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
不
況
を
背
景
に
、
大
正
十
年
、
関
西
初
の
メ
ー
デ
ー
を
契
機
に
大
阪
か
ら
始
ま
っ
た
争
議
の
嵐

は
、
五
月
尼
崎
に
、
七
月
さ
ら
に
神
戸
に
飛
び
火
し
た
。
神
戸
で
は
、
三
菱
造
船
所
と
川
崎
造
船
所
の
労
働
者
た
ち
が
、
労
働

組
合
そ
し
て
団
体
交
渉
権
、
待
遇
改
善
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
神
戸
製
鋼
所
・
台
湾
精
糖
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ

な
ど
の
主
要
工
場
に
も
波
及
し
、
十
日
の
デ
モ
に
は
賀
川
豊
彦
ら
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
友
愛
会
の
支
援
を
得
て
三
万
人
が
参

加
し
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
会
社
側
は
工
場
封
鎖
で
対
抗
し
、
三
菱
三
社
は
一
斉
に
休
業
に
入
っ
た
。
姫
路
師
団
に
加
え
て
舞
鶴
鎮
守
府

の
陸
戦
隊
や
憲
兵
隊
も
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
弾
圧
に
労

働
者
側
も
力
尽
き
、
一
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
た
戦
前
最
大
の
争

議
は
、
結
局
労
働
側
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

　
農
民
運
動
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
大
戦
期
の
物
価
高
騰
は
農
村

部
に
も
打
撃
を
与
え
、
多
く
の
小
作
人
の
生
活
は
窮
迫
し
つ
つ

あ
っ
た
。
小
作
料
減
免
を
求
め
る
争
議
が
起
こ
り
、
大
正
十
年

に
は
四
一
五
件
に
達
し
全
国
一
と
な
り
、
兵
庫
県
は
全
国
有
数
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満
州
事
変
か
ら
日

中
・
大
平
洋
戦
争
へ

の
小
作
争
議
地
帯
と
呼
ば
れ
た
。
大
正
十
一
年
四
月
に
は
、
神
戸
の
キ
リ
ス
ト
教

青
年
会
館
で
、賀
川
豊
彦・杉す
ぎ

山や
ま

元も
と

治じ

郎ろ
う

ら
を
指
導
者
と
す
る
日
本
農
民
組
合
（
日

農
）
が
結
成
さ
れ
た
。
以
後
、
大
正
十
二
年
に
は
日
農
東
播
連
合
会
、
十
三
年
に

は
淡
路
連
合
会
、
十
四
年
に
は
西
播
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　
大
正
十
三
年
四
月
、
被
差
別
部
落
の
人
も
、
自
ら
の
力
で
解
放
を
勝
ち
取
ろ
う

と
し
て
、
京
都
で
全
国
水
平
社
を
結
成
し
た
。
兵
庫
県
で
は
十
一
月
、
神
戸
で
五

〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
兵
庫
県
水
平
社
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
各
地
に
組
織
を
拡

大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
、
婦
人
も
婦
人
参
政
権
要
求
な
ど
を
掲
げ
て
運
動
を
展
開
し
た
。

　
普
選
運
動
も
、
米
騒
動
を
経
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
民
衆
運
動
と
し
て
大
規
模
に
展
開
す
る
。
大
正
九
年
の
総
選
挙
で
普

通
選
挙
を
時
期
尚
早
と
す
る
原は
ら

敬た
か
し
率
い
る
政
友
会
が
大
勝
す
る
と
一
時
沈
滞
し
た
が
、
十
一
年
頃
か
ら
再
び
高
揚
へ
と
向
か

う
。『
神
戸
新
聞
』『
神
戸
又ゆ
う
新し

ん
日
報
』
な
ど
の
新
聞
記
者
と
海
員
組
合
や
神
戸
印
刷
工
組
合
な
ど
の
労
働
団
体
が
神
戸
普
選
同

盟
を
結
成
し
、
大
規
模
な
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
の
結
果
、
大
正
十
四
年
三
月
つ
い
に
男
子
普
通
選
挙
法
が
護
憲

三
派
内
閣
の
下
で
成
立
し
た
。

　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
地
方
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
き
な
地
震
─
関
東
大
震
災
が
襲
っ
た
。
十
四
年
五
月

二
十
三
日
に
は
、
但
馬
一
帯
を
円
山
川
河
口
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
の
烈
し
い
地
震
が
襲
っ
た
。
城
崎
町
の

全
域
と
豊
岡
町
の
七
〇
％
が
焦
土
と
化
し
、
瀬
戸
・
津
居
山
・
港
村
な
ど
沿
岸
の
村
々
は
津
波
に
襲
わ
れ
た
（
北
但
大
地
震
）。

　
大
正
十
五
年
四
月
、
地
方
行
政
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
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